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3
年
5
組
　
大
岩
　
恵
子

私
は
最
後
の
山
王
祭
で
実
行
委

員
を
務
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
ス
テ
ー
ジ

発
表
で
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
一
般
公

開
で
や
き
そ
ば
と
ミ
ニ
パ
フ
ェ
を

販
売
し
ま
し
た
。
短
い
準
備
期
間

の
中
、
2
日
間
の
出
し
物
を
決
め

る
の
は
予
想
以
上
に
大
変
で
し
た
。

し
か
し
、
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
協

力
し
て
意
見
を
出
し
合
い
、
一
般

公
開
で
は
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
最
優
秀
賞
を

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス
テ

ー
ジ
発
表
の
結
果
発
表
で
私
た
ち

の
ク
ラ
ス
が
呼
ば
れ
た
時
、
涙
が

出
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今

回
良
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、

ま
た
ク
ラ
ス
の
絆
も
よ
り
深
ま
り
、

素
敵
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

l
年
l
組
　
澤
邁
　
陽
成

高
校
生
に
な
っ
て
初
め
て
の
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
ズ
ン
ス
を
踊

る
こ
と
に
な
り
、
な
か
な
か
ま
と

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
み
ん
な
が

お
互
い
に
声
を
か
け
合
い
な
が
ら
、

協
力
し
始
め
う
ま
く
ま
と
ま
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
を
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

2
日
目
の
一
般
公
開
で
も
、
初

め
て
だ
っ
た
の
で
当
日
直
前
ま
で

た
く
さ
ん
悩
み
ま
し
た
、
実
際
に

お
客
さ
ん
が
来
る
と
、
値
段
の
変

更
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
後

ま
で
協
力
し
て
初
め
て
の
文
化
祭

を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
年
3
組
　
石
崎
　
桃
瑚

私
た
ち
に
と
っ
て
も
最
後
の
山

王
祭
が
終
わ
り
ま
し
た
。

l
日
日
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、

日
々
あ
い
た
時
間
や
放
課
後
な
ど

で
練
習
し
て
き
た
成
果
が
み
の
り
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た

め
に
練
習
し
て
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

2
日
目
の
一
般
公
開
で
は
、
ク

ラ
ス
全
員
で
一
つ
の
お
店
を
出
し

食
品
を
売
る
の
は
と
て
も
不
安
で

し
た
。
で
も
、
作
っ
た
看
板
を
持

ち
、
通
り
過
ぎ
る
人
に
声
を
か
け
、

み
ん
な
で
協
力
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
で
文
化
祭

が
出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。
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い
る
工
具
や
材
料
な
ど
を
丁
寧
に

調
べ
る
こ
と
で
最
優
秀
に
な
れ
た

と
思
い
ま
す
。

1
0
月
2
6
日
に
大
阪
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
で
は
、
入
賞
が
で
き
る

よ
う
に
準
備
し
て
臨
み
ま
す
。

蕪
灘

農
業
実
習
で
は
ト
マ
ト
農
家
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
早
朝
か

ら
夕
方
ま
で
収
穫
や
管
理
を
体
験

し
ま
し
た
。
温
か
く
迎
え
て
頂
き
、

ご
飯
も
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で

す。
今
回
の
農
業
体
験
実
習
で
、
貴

重
な
体
験
が
で
き
た
と
と
も
に
、

北
海
道
と
農
業
が
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
。

田
園
病
因

吏
捷
詰
襟
屈
忠
夢
尋

常
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ま
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雲

台

曇

雀

荘
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漢
書
ほ
ほ

造
園
科
3
年
　
川
嶋
　
可
怜

昨
年
に
引
き
続
き
最
優
秀
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
3
年
生
で
も
あ
り
、
後
輩

た
ち
の
追
い
込
み
で
心
配
し
ま
し

た
が
、
実
施
基
準
に
掲
載
さ
れ
て

園
芸
科
3
年
　
市
村
　
耀
太

「
小
さ
な
種
か
ら
　
大
き
な
未
来

夢
を
深
め
よ
う
農
業
ク
ラ
ブ
」

◎
北
海
道

農
業
体
験
実
習

に
参
加
し
て

2
年
l
組
　
西
井
　
美
穂

8
月
2
日
か
ら
8
日
ま
で
北
海

道
実
習
に
行
き
ま
し
た
。
出
発
す

る
前
は
親
元
を
離
れ
て
の
生
活
や
、

農
業
体
験
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。最

初
に
、
拓
殖
大
学
の
校
舎
や

圃
場
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
、
実
際

に
ト
マ
ト
・
苺
・
メ
ロ
ン
を
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
の
農
業

に
つ
い
て
特
別
講
義
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。

1
1
月
3
日
（
木
）
、
石
岡
一
高

第
2
農
場
（
正
上
内
1
2
2
4
3
－

7
）
に
お
い
て
、
9
時
か
ら
1
4
時

ま
で
、
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

園
芸
科
・
造
園
科
の
生
徒
が
栽

培
し
た
野
菜
や
果
樹
、
草
花
な
ど

の
販
売
や
、
豚
汁
な
ど
の
模
擬
店

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
方

の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

動

3
年
l
組
　
飯
塚
　
美
悠

8
月
2
9
日
、
石
岡
駅
パ
ス
名
－

ミ
ナ
ル
開
通
記
念
式
典
に
お
い
て
、

石
一
ぶ
ど
う
サ
イ
ズ
ー
の
P
R
を

行
い
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
が
来

て
く
れ
る
か
…
完
売
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
…
不
安
の
中
、
販
売
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
式
典
終
了
後

は
、
テ
ン
ト
の
中
だ
け
で
販
売
す

る
の
で
は
な
く
、
式
典
か
ら
帰
る

お
客
さ
ん
の
と
こ
ろ
ま
で
商
品
を

持
っ
て
行
き
、
直
接
販
売
を
し
ま

し
た
。
自
分
た
ち
で
考
え
、
販
売

方
法
に
工
夫
を
し
た
結
果
、
予
定

よ
り
も
l
時
間
早
く
完
売
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
か

ら
は
「
も
っ
と
購
入
し
た
か
っ
た

…
」
と
い
っ
た
嬉
し
い
声
を
頂
く
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こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

よ
り
P
R
の
場
を
広
げ
、
も
っ
と

多
く
の
方
に
石
一
ぶ
ど
う
サ
イ
ズ

ー
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

◎
頑
張
れ
、
3
年
生
！

夏
休
み
に
は
、
お
盆
期
間
と
土

日
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
毎
日
、
課
外

か
模
試
が
あ
り
1
0
0
人
を
超
え

る
3
年
生
が
、
猛
暑
の
中
を
学
習

に
励
み
ま
し
た
。
3
年
生
の
進
路

希
望
調
査
に
よ
る
と
、
大
学
1
6

0
人
、
短
大
1
0
人
、
専
門
学
校
0
0

人
、
就
職
（
民
間
）
別
人
、
公
務

員
1
3
人
、
未
定
l
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
学
校
で
は
希
望
す
る
進
路

実
現
の
た
め
に
、
6
月
か
ら
就
職

説
明
会
、
専
門
学
校
説
明
会
、
大

学
な
ど
入
試
説
明
会
、
セ
ン
名
－

試
験
出
願
説
明
会
、
推
薦
入
試
受

験
者
説
明
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

導
を
行
い
、
4
7
人
が
の
ベ
6
2
社
に

見
学
に
行
き
ま
し
た
。
な
お
、
8

月
末
現
在
の
本
校
へ
の
求
人
数
は

1
7
0
件
で
（
昨
年
は
1
7
4
件
）
、

ほ
ぼ
昨
年
並
み
で
す
。
昨
年
ま
で

の
求
人
の
な
か
っ
た
事
業
所
か
ら

の
求
人
も
あ
り
、
経
済
状
況
の
好

転
か
ら
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

事
業
所
の
将
来
を
考
え
て
、
若
年

者
の
採
用
を
再
開
し
た
事
業
所
が

多
い
よ
う
で
す
。
9
月
1
6
日
か
ら

の
就
職
試
験
応
募
者
は
3
5
社
3
7
人

で
す
。
全
員
の
内
定
を
目
指
し
て
、

夏
休
み
中
か
ら
面
接
練
習
な
ど
を

計
画
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
粘
り
強
く
取
り
組
ん
だ
結

果
、
ほ
ぼ
全
員
が
内
定
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
き
ら
め
ず

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

立
大
学
に
日
大
が
合
格
し
、
早
稲

田
大
学
や
明
治
大
学
な
ど
の
難
関

私
立
大
学
に
も
合
格
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
3
月
の
国
公
立
大
後
期

試
験
の
最
後
の
最
後
ま
で
頑
張
り

続
け
た
成
果
で
す
。
9
月
か
ら
は

セ
ン
タ
ー
試
験
説
明
会
並
び
に
セ

ン
タ
ー
試
験
の
出
願
に
は
じ
ま
り
、

い
よ
い
よ
受
験
の
本
番
に
突
入
で

す
。
昨
年
の
先
輩
た
ち
に
続
き
、

自
分
の
志
を
貫
く
た
め
に
、
最
後

の
最
後
ま
で
挑
戦
し
続
け
ま
し
ょ

う
。
ガ
ン
バ
レ
、
受
験
生
！

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
1
0
月
に
は
「
大

学
模
擬
授
業
（
l
・
2
年
生
）
」
、

1
2
月
に
は
「
職
業
ガ
イ
ズ
ン
ス
（
l

年
生
）
」
3
月
に
は
「
進
学
懇
談

会
（
2
年
生
）
」
　
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

◎
就
活
ス
タ
ー
ト

就
職
で
は
、
学
校
を
通
じ
て
就

職
を
希
望
す
る
人
に
対
し
て
夏
休

み
の
7
月
2
1
日
か
ら
集
中
し
て
指

◎
3
年
生
は
受
験
の
本
番
に
突
入

昨
年
度
は
、
茨
城
大
な
ど
国
公

◎
0
0
％
が
進
学
を
希
望

全
校
生
徒
の
約
0
0
％
（
7
4
6

人
）
が
進
学
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
就
職
希
望
者
も
含
め
て
、

進
路
を
考
え
る
機
会
を
た
く
さ
ん

設
け
て
い
ま
す
。
大
学
見
学
会
、

大
学
模
擬
授
業
な
ど
の
行
事
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
な
ど
を
活
用
し
て
い

◎
課
外
も
充
実
し
て
い
ま
す

授
業
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
l
・
2
年
生
で
は
国
数
英
、

3
年
生
で
は
国
数
英
理
社
の
平
常

課
外
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
l
・

2
年
生
（
希
望
者
）
で
は
6
月
か

ら
土
曜
課
外
（
国
数
英
）
が
ス
雰

－
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
l
・
2
年
生
は
、
夏
休

み
に
課
外
を
行
な
い
ま
し
た
が
、

そ
の
他
に
2
年
生
は
夏
休
み
の
後

半
に
2
0
名
以
上
の
生
徒
が
、
l
日

中
自
学
自
習
を
行
な
う
ス
雰
デ
ィ

マ
ラ
ソ
ン
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

学
び
の
機
会
を
有
効
に
活
用
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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目

P
T
A
副
会
長
　
細
井
　
宇
美

第
6
6
回
全
国
高
等
学
校
P
T
A

連
合
会
大
会
の
千
葉
大
会
に
参
加

し
て
来
ま
し
た
。
全
国
か
ら
教
職

員
や
保
護
者
約
l
万
人
が
集
い
、

今
年
の
テ
ー
マ
、
「
再
発
見
！
愛

～
今
こ
そ
信
じ
よ
う
愛
の
絆
」
を

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
連
携

し
日
々
変
化
す
る
社
会
の
中
で
生

き
る
子
ど
も
を
ど
う
支
え
て
い
く

の
か
に
つ
い
て
、
事
例
発
表
と
研

究
協
議
や
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
8
分
科
会
に

分
か
れ
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
千
葉
敬
愛
短
期
大

学
の
明
石
要
一
学
長
に
よ
る
講
演

の
内
容
に
興
味
を
持
ち
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
学
長
は
、
今
の
中

高
生
は
雑
談
は
で
き
る
が
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
は
で
き
な
い
、
自
分
の
立

ち
位
置
が
分
か
ら
な
い
男
子
高
校

生
が
増
加
し
て
い
る
な
ど
、
今
の

子
ど
も
が
抱
え
る
現
状
を
ユ
ニ
ー

ク
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
家
庭
、

学
校
、
地
域
の
三
位
一
体
で
育
成

し
て
い
け
ば
、
元
気
な
高
校
生
に

育
つ
、
昔
は
兄
弟
、
い
と
こ
、
親

戚
が
多
く
身
近
に
い
て
、
親
や
友

達
に
相
談
で
き
な
い
こ
と
を
相
談

で
き
た
、
私
た
ち
P
T
A
は
、
親

戚
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
は

な
れ
な
い
け
れ
ど
お
じ
さ
ん
、
お

ば
さ
ん
に
な
っ
て
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
元
気
に
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

P
T
A
副
会
長
　
町
井
　
憲
治

今
年
は
、
大
会
会
場
の
山
梨
県

甲
府
市
中
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
武
道

館
に
、
P
T
A
関
係
者
が
約
3
千

人
集
ま
り
ま
し
た
。

前
日
は
気
温
3
7
度
の
猛
暑
で
あ

り
、
当
日
の
会
場
内
も
、
参
加
者

の
熱
気
で
最
高
潮
に
な
っ
て
い
ま

した。そ
の
よ
う
な
中
で
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
、
県
内
の
高
校
生
に
よ

る
ギ
雰
－
演
奏
、
バ
ト
ン
ト
フ
リ
ッ

ク
、
そ
し
て
県
高
等
学
校
応
援
連
盟

に
よ
る
応
援
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
ど
こ
か
忘
れ
て
い
た
爽

や
か
な
感
動
が
蘇
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
と
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
、
北
里

大
学
特
別
栄
誉
教
授
の
大
村
智
氏
に

よ
る
「
私
の
半
生
を
振
り
返
っ
て
」

が
あ
り
、
と
て
も
貴
重
な
講
演
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
感
銘
し
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
5
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
、
本
校
は
「
学
校
教
育
と
P
T

A
」
の
テ
ー
マ
に
参
加
し
ま
し
た
。

2
校
の
発
表
が
あ
り
、
地
元
地
域
、

P
T
A
と
の
協
力
連
携
し
た
活
発
な

活
動
を
さ
れ
て
お
り
本
校
に
於
い
て

も
、
よ
り
一
層
連
携
を
密
に
し
て
P

T
A
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
と
改
め
て
感
じ
た

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

属
打
撃
投
手
を
務
め
た
。
そ
の
後
、

現
役
投
手
に
な
る
「
夢
」
は
叶
わ

ず
、
少
年
野
球
宝
塚
ボ
ー
イ
ズ
を

緯
成
し
て
、
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
田
中

将
大
と
阪
神
の
蔵
内
宏
明
ら
を
育

て
た
。
野
球
を
通
し
て
自
分
自
身

を
成
長
さ
せ
、
社
会
に
貢
献
し
て

い
く
と
い
う
夢
を
実
現
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
す
ぼ
ら
し
か
っ
た
。

開
園
細

／
I
I
八
月

【10月】
5
日
㈹
～
7
日
㈲
　
中
間
考
査

1
9
日
㈹
　
防
災
避
難
訓
練

【日月】3
日
㈹
　
収
穫
祭

1
5
日
間
～
1
8
日
㈲
　
期
末
考
査

【12月】
4
日
㈲
～
6
日
㈹
　
2
年
修
学
旅
行

1
5
日
㈲
～
2
0
日
㈹
　
三
者
面
談

2
2
日
㈹
　
終
業
式

【1月】
1
0
日
㈹
　
始
業
式
、
課
題
考
査

日
日
㈹
　
課
題
考
査

1
4
日
㈲
～
1
5
日
㈲
　
セ
ン
タ
ー
試
験

頑
張
れ
3
年
生
I
・

2
6
日
㈹
～
3
1
日
㈹
　
3
年
学
年
末
考
査

【2月】
1
日
㈹
～
　
3
年
自
由
登
校

7
日
間
～
1
0
日
㈲
　
学
年
末
考
査

奥
村
幸
治
氏
の
　
「
イ
チ
ロ
ー
・

田
中
将
大
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
」

の
講
演
会
が
、
本
校
体
育
館
に
て
6

月
釣
日
P
T
A
主
催
で
行
わ
れ
た
。

奥
村
氏
は
オ
リ
ッ
ク
ス
に
テ
ス

ト
入
団
後
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
専

【
会
　
長
】

・
高
野
裕
司

【副会長】

・
細
井
宇
美

・
町
井
憲
治

・
塙
　
隆
之

【
顧
　
問
】

・
網
代
　
静

【
監
　
査
】

・
高
橋
光
江

・
栗
原
正
美

・
益
子
知
子

（城南）
（美野里）

（千代田）

（学校長）

（
前
P
T
A
会
長
）

（府中）
（千代田）

（石岡）

【
幹
　
事
】

・
長
谷
川
茂
樹
（
美
野
里
）

・
小
林
敏
一
（
美
野
里
）

・
成
田
　
勝
　
（
八
郷
）

【
生
徒
指
導
委
員
長
】

・
飯
塚
美
也
　
（
国
府
）


